
 
早いもので今年もあと少しとなりました。みなさんにとってどのような一年だったでしょうか。

コロナ禍で今までどおりにいかなかったことも多いと思いますが、各自の目標に向かって進んでい

ってほしいと思います。 

さて、12月の保健目標は「かぜ予防に心がけよう」です。今年度のインフルエンザ

定点あたりの発生数は昨年に比べて低い状況で推移していますが、例年 12 月に入ると患者数が急

増していることから、引き続き、規則正しい生活を送るとともに、感染予防にも心がけましょう。 

 

冬休み、あなたはどう過ごしますか？ 

 もう少しで冬休みです。クリスマスに、お正月！ 

冬休みは楽しいイベントがたくさんあります。でも 

気が緩みすぎてはいけません。お酒、たばこ、薬物 

は絶対にダメです！ 
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とるかも？食べすぎ 飲みすぎ 気をつけて！ 

だんせず 手洗い うがいで かぜ予防 

りすぎに 注意してね ゲーム スマホ 

いみんの リズム 乱さず 早寝 早起き 

んな またよい一年を 

迎えましょう！ 
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学校保健委員会を開催しました。 

１２月９日(水)６時間目『わたしたちにできること－with 新型コロナウイルス感染症―』 

というテーマに基づき、今年度の本校および保健委員会の取組、大中生の生活習慣や感染予防への

意識・行動を発表しました。また、学校医石川博彦先生(石川医院)にも出席いただき、皆さんから

の質問を踏まえてお話をいただきました。本委員会を通じ、一人一人がこれからどうしたらよいの

かを考える機会になればと思います。欠席した人、聞き逃してしまった人のために石川先生のお話

の一部ですが、以下にまとめました。 

 

その他の皆さんからの質問に対しては、保健委員が調べてまとめました。昇降口に掲示しています

ので、確認してください。 

思いやりの気持ちを大切に！ 

新型コロナウイルスには誰もが感染する可能性があります。感染した人が悪いということではあ

りません。学校やクラスの中で感染することは悪いことだという雰囲気ができてしまうと、新型コ

ロナウイルスに感染したと疑われることをおそれて、具合が悪くなっても、その後は言いだしにく

くなったり、病院に行くのが遅くなったりしてしまいます。そうすると、さらに皆さんの地域で感

染が広がってしまうかもしれません。感染した人や症状のある人を責めるのではなく、思いやりの

気持ちをもち、感染した人たちが早く治るよう励まし、治って戻ってきたときには温かく迎えてほ

しいと思います。もし、自分が感染したり症状があったりしたら、友達にはどうしてほしいかとい

うことを考えて行動してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

一番大切なことは、何でその行動が必要か自分で考えて行動してほしい。感染は密閉、

密集、密接、大声、長時間でリスクが高まることが明らかになっている。また、接触時間、人

との距離、自他のマスク、換気など様々の状況・条件がからみあうことで感染リスクが変わる

ことも言われている。たとえば、 

   15 分、3mの距離でお互いマスクをしていた場合の感染リスクを計算すると・・・０．０３ 

     60 分、0.5m の距離でお互いマスクをしていない場合の感染リスクは・・・８ となる。 

このことから、近い距離で長時間、自分も友達もマスクをせずに会話している場合は感染

の危険性がかなり高くなることがわかる。したがって、とにかく飛沫感染対策にはマスクを着

けること！さらにこまめに手洗い（接触感染対策）をして、コロナウイルスにさらされる量を

できるだけ少なくすることで感染のリスクを下げることができる。 

出典：文部科学大臣萩生田光一.「児童生徒等や学生の皆さんへ」 

令和二年八月より一部抜粋 

 

インフルエンザに罹患した生徒には、治療証明書の提出をお願いしておりましたが、当面

の間、インフルエンザに限り、提出は不要です。その代わりに「インフルエンザ治療報告書」

（ホームページからもダウンロード可）を保護者の方でご記入いただき、登校時にお子様に

持たさせてください。 

保護者の方へ 


